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先週・今週とテストがありました
先週、５年生が「植物の発芽と成長」、６年生が「動物のからだのはたらき」のテスト

があり、今週は４年生が「電気のはたらき」のテストをしました。

理科の授業では、身近な事象を話題として取り上げることから始めて、「はてな？」と

思うことや課題をつくり、その解決方法を考えるとともに、観察や実験をして解決してい

くようにしています。ノートには、そうした手順を書くようにして、大切な授業記録（学

習の足跡）を残すようにしています。

また、テスト前には、学習したことをまとめて書くようにしています。６年生では、ま

ず自分で大切だと思うことをまとめます。その後で、「りかちゃんポイント」として示さ

れる要点をノートに書いて復習します。４・５年生では、今のところ、「りかちゃんポイ

ント」を書き写すことしかしていませんが、書き写しながら「まとめ方」を学んでほしい

と思っています。

テストというのは、理解度を計るものです。しかし、成績＝通知表のためと考えてほし

くはありません。たとえば、６年生の「人間の体のしくみやはたらき」については、学校

では二度と習わない内容です。人間として生きていく上で、内蔵の臓器名や呼吸の仕組み

について、知っておくと役立つことはたくさんあるはずです。他単元や他学年でも、同様

だと考えています。ですから、テストで５０点以下の場合は、残り勉強として学び直しを

することにしています。

以前、お知らせしましたが、学習内容が２年前に比べて３割ほど増えています。単純に

考えると、家庭学習も３割ほど増やさなければならないのです。特に、テスト前は自主的

なテスト勉強をして、身に付く学習としてほしいと思っています。最低限のテスト勉強と

して、「りかちゃんポイント」をもう一度書いて、読んで覚えるようにしてほしいですね。

そして、教科書を見て、自分で行った実験や観察を思い出して、「何のためか」「どうい

う意味か」を振り返るようにできるとよいと思っています。

右のノートの写真は、６年生が単元の大切だと思うところをまとめたものです。色ペン

やアンダーラインで、キーワードを押さえるとともに、簡単なイラストを描いて視覚的に

覚えられるようにしていますね。自分なりの勉強・まとめ方でよいのですが、よいものを

取り入れ、よい習慣をつけられれば、自分が得だと思います。

理科の学び方も工夫してほしいと思っています。

おわび 先週のおたよりで、「日野ホタル祭り」を１６日とお知らせしましたが、

２３日の間違えでした。おわびして訂正いたします。

６年生の単元のまとめ

４年生「光電池実験」
梅雨に入ってしまい、なかなか光

電池を使った実験ができません。仕

方なく、人工光源を使って光電池を

発電させてみました。

部屋の蛍光灯の光では、豆電球も

つかず、モーターも回りませんでし

た。しかし、強力ライトを使うとは

っきり点灯し、モーターも速く回り

ました。光源に対する光電池の距離

や角度と、発電力について気付くこ

とが多かったようです。

後日、太陽による光電池発電も実

感させたいと思っています。


